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研究成果の概要：ロシア、オーストラリア、ナミビアなどのエディアカラ化石群について、産

地および当該国に保存されている標本を基に研究した。また、類縁とされる現生の生物につい

て、解剖学的特徴を観察し、化石と比較検討した。さらに、海外の著名研究者との討論も行っ

た。その結果、エディアカラ化石生物群には、現生の動物界に含まれるものは無いとの結論に

到達した。 
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研究分野：古生物学 
科研費の分科・細目：層位・古生物学 
キーワード：エディアカラ・多細胞動物 
 
１．研究開始当初の背景 
 原生代末のヴェンド紀と呼ばれる時代の
地層中には、いわゆるエディアカラ化石生物
群が見いだされる。形態の見かけ上の類似か
ら、現世の様々な動物門と関連づけられてい
るが、関連づけられた動物門に特徴的な
diagnostic な特徴は見られず、エディアカラ
化石生物群の分類学上の位置づけは不明な
ままであった。 
２．研究の目的 
 本研究では、まずこれらの生物群について、
これらの化石のもつ奇妙な対称性や、形態に
ついて詳細な観察をおこない、現世の動物と
の比較を行い、エディアカラ化石生物群が多

細胞動物かどうかを考察する。 
 
３．研究の方法 

１）オーストラリア Adelaide 北方のエデ
ィアカラ紀の地層の露出現場の見学および、
AdelaideのSouth Australian Museumにお
いて Dickinsonia, Marywadea, Spriggina, 
Tribrachidium に つ い て 調 査 (2006) 。
Marywadea については正中軸沿いに左右の
２）モスクワのロシア科学アカデミー古生物
学 研 究 所 に お い て ロ シ ア 白 海 産 の
Kimberella の化石についてその形態と保存
状況について調査(2007)。 
３）ロシア白海の Kimberella 化石産地の
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現地調査（2007）。 
４）ロシア科学アカデミー古生物学研究所

の Andrei Ivantsov 博士を招聘し、沖縄、白
浜にて現生軟体動物の解剖学的特徴と
Kimberella の形態を比較検討。 

５）ナミビア国において原生代末氷河堆積
物直上のキャップ・カーボネート層の調査
(2008)。 

６）タイ国における現生軟体動物の解剖学
的特徴の調査。 
 
４．研究成果 
 

 Kimberella を中心とした検討の結果か
らすれば、エディアカラ化石生物群のボディ
プランは、最低２層の膜を有することがわか
るが、これが多細胞動物における二胚葉性を
意味するという保証はない。 
Dickinsonia, Marywadea, Spriggina, 

Spriggina,Pteridinium 等では「体節」が互
い 違 い に 接 し て い る こ と 、 ま た
Spriggina,Marywadea,では「頭部」も左右非
対称であることを確認。 

また、Yorgia などは体内に枝分かれをした
管系が存在する。体内に栄養や酸素等を供給
するための構造と解釈されるが、これは多細
胞動物に限らず巨視的な生物には様々な形
で備わった形質である。これまで、多細胞動
物における器官と対応するような構造は見
いだされていない。 
 以上の点からすれば、エディアカラ化石生
物群には多細胞動物の祖先は含まれていな
いというのが結論となる。  
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